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中国軍事動向月報：2025 年２月 

 

２０２５．３．７ 

国家基本問題研究所 研究員 中川真紀 

 

１ 全 般 

  ２月は 1 月 28 日（大晦日）からの春節休暇が 4 日に終了、12 日の元宵節も終わると訓練が徐々に

活発化し始めた。特に海軍では、フィリピン（以下、比）の群島航路帯を通過しオーストラリア（以下、

豪）を周回する遠海訓練や強襲揚陸艦を伴った太平洋での遠海訓練の開始が確認された。 

  14 日に戦争準備や戦時規則に焦点を当てた 3 コ条例が改訂公布された他、戦争移行訓練や戦備訓練

を強調した報道が散見された。1 月に習近平中央軍事委主席が春節時の部隊視察をした際、部隊の戦備

当直と任務執行状況を確認し、全軍が戦備当直を強化し、不測事態に適時適切に対応すべしと訓示した

が、これに応えると共に、2027 年建軍百年を見据えて台湾侵攻準備を着々と進めている可能性がある。 

  台湾に対しては、中国軍が台湾周辺で予告もなく臨時に無線による通知だけで演習区域を設定した

射撃訓練を実施、更にパトロール中の東部戦区艦艇の隊員が「戦備警戒パトロール時は常に砲弾は全装

填し、射撃システムも発射準備状態で何時でも射撃できる状態である」と述べる等、訓練やパトロール

を実施中の艦艇・軍用機が命令さえあれば直ちに侵攻態勢に移行できることを示唆した。 

  日本に対しては、尖閣周辺海域において 76mm 砲搭載船 4 隻による領海侵入が初確認され、また一

段、尖閣諸島周辺海域での活動を強硬化したと言える。 

  南シナ海においては、中比の対立は継続。特に米比軍の共同訓練や領有権問題係争国以外の豪の活

動等を、「比による域外国の引き込み」と強く警戒しており、これらに対抗した活動を展開した。 
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２ 各軍等 

（１）法規整備 

  〇 3 コ条例の改訂 

  2 月 14 日、中央軍事委員会はそれぞれ改訂された「中国人民解放軍内務条例」、「中国人民解放

軍紀律条例」、「中国人民解放軍隊列条例」を公布し、4 月 1 日から施行するとした。 

    中央軍委訓練管理部の説明によると、今回の改訂の概要は以下の通り１。 

    ・今回の 3 コ条例改訂は 2018 年以来であり、新たな情勢・任務に以下のように対応したもの。 

     ① 習近平強軍思想の貫徹 

     ② 戦争準備に焦点 

     ③ 軍事政策制度革への適応 

     ④ 新たな情勢・問題への対応 

    ・「内務条例」では、各級人員の戦争準備における職責、部隊の戦備態勢保持の規範等を改訂 

    ・「紀律条例」では、戦時の論功行賞や戦場における作戦規律維持・処分等を細分化・改訂 

    ・「隊列条例」では、新装備に関する規定や指揮等を追加 

 

【コメント】 

 中国軍は 2015年から開始した軍改革の一環として、2018年頃より軍事政策制度改革を実施している。 

 この頃から軍事法規の整備が加速され、上述の 3 コ条例も当時の軍改革の進展に合わせて 2018 年 4月 

に改訂されていたが、2019 年から既に改訂作業に着手していた。 

 今回の改訂では特に、戦争準備に焦点が置かれ、条文でも「戦争準備」、「戦時」の文言が多く確認され

る。2027 年の建軍百年を見据え、法制度の面からも台湾侵攻準備を進めていることが窺える。 
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（２）海軍 

  〇 南部戦区海軍の遠海訓練 

    南部戦区は、「2 月 3 日、南部戦区の海空兵力は、バシラン海峡を通過して遠海訓練に展開。フ

ィリピンは中国艦隊の正常な航行を中傷・喧伝し、中国を含む他国の正常な航行の権利に多大な損

害を与えている」と発表２。 

    豪国防省によると、同編隊はレンハイ級駆逐艦「遵義」、ジャンカイ級フリゲート「衡阳」、フチ

級補給艦「微山湖」であり、13日には豪北東沖で確認された３。 

21～22 日、豪・NZ 間の国際水域で実弾演習を実施、民間航空機は危険を回避するため飛行ル

ートを迂回したが、豪・NZ の国防相が、中国からの通告は演習直前に周囲の航空機などに対し無

線で行われており、多くの国が慣例とする 12～24時間前の通告が望ましいとの考えを示した。 

23 日、中国国防部報道官は「中国艦艇編隊の演習地域は豪の海岸線から離れており、完全に公

海上である。中国側は事前に何度も安全通告を実施し、艦砲実弾射撃訓練を行った。」「豪は理不尽

に非難し、下心を有して喧伝している」と表明した４。 

25日、中国海軍は公式 SNS で遵義、衡陽、微山湖の 3隻編隊が太平洋で航行補給・実弾射撃等

の実戦的訓練を実施したと公表した５。 
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（３）空軍 

  〇 空軍部隊の訓練から戦争移行訓練 

    某日早朝、空軍航空某旅団が訓練準備を完了していたところ、突然戦闘警報が鳴り、上級指揮所

から直ちに訓練から戦争に移行、目標空域にて任務遂行の命令が発せられた。実弾を搭載した当直

機編隊 2機が直ちに離陸し、戦闘任務完了後帰隊、検討会等が実施された 6。 

 

   

 

【コメント】 

 本年に入り、戦争移行訓練や戦備訓練を強調した報道が散見される。 

 中国空軍機はほぼ毎日台湾海峡中間線を越え台湾側に飛行しているほか、台湾周辺での海空軍による

演習も増加させている。上述のような戦争移行訓練は演習と実際の侵攻開始との境界を曖昧にし、台湾

を威圧するとともに、台湾軍の監視網を疲弊させる企図を有して行っている可能性がある。 
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３ 対台湾動向 

（１） 台湾周辺での中国軍の活動状況 

〇 中華民国国防部発表による台湾周辺での中国海空軍の動向 

 

（資料源：中華民国国防部 HP を基に作成） 

 

２月は中国軍機延べソーティー480（内、中間線超えが延べ 362）、中国艦艇延べ 223 隻、公務船

延べ 25隻、気球 23 機が確認。1日における軍用機最大確認数は 41ソーティー、最大中間線超え 28

ソーティー、海空協同戦備パトロールは５回であった。 

 

〇 東部戦区海空軍による台湾周辺の戦備警戒パトロール 

元宵節の 2 月 12 日、東部戦区は台湾周辺で海空軍による戦備警戒パトロールと訓練を実施。 

空軍は J-10C 戦闘機、H-6K爆撃機が参加。海軍のジャンカイ２フリゲート艦「淮北」は、並 

走する台湾海軍済陽級フリゲート「宜陽」に「中国台湾宜陽艦、こちらは中国海軍淮北」と呼び

かけ、元宵節の祝いの挨拶を述べた。同時に、戦備警戒パトロール時は常に砲弾は全装填し、射

撃システムも発射準備状態で何時でも射撃できる状態であると、CCTVの取材に明らかにした。  
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  〇 東部戦区海軍の射撃訓練 

台湾国防部は 2 月 26 日、「中国軍 J-11,KJ-500 等が 26日 0842 から台湾の北部・南西部空域

で海軍と共に協同戦備パトロールを実施、この間国際慣例に違反し、予告もなく、臨時に無線

による通知だけで高雄・屏東沖約 40 ｶｲﾘに演習区域を設定し、射撃訓練を実施した。」８、「中

国東部戦区海軍が 26 日、台湾南西沖で演習区域を設定し射撃訓練を実施、1540 までに離脱し

た。」９と公表した。 

 

（２）外国艦艇等の台湾海峡通過 

〇 米 

    2 月 12 日、東部戦区報道官は「10～12日に米駆逐艦ジョンソン、海洋測量船バウデッチが

台湾海峡を通過した。東部戦区は海空兵力をもって全航程を監視警戒し、有効に対処した。米

側の行動は誤ったシグナルを発し、安全保障上のリスクを増加させる」と発表 10。 

    台湾国防部も「米艦艇 2隻が 10 日から北から南に台湾海峡を通過」と発表 11。 

 

  〇 カナダ 

    2 月 17 日、東部戦区報道官は「16 日にカナダ護衛艦オタワ（注：フリゲート艦）が台湾海

峡を通過・喧伝した。東部戦区は海空兵力をもって全航程を監視警戒し、有効に対処した。カ

ナダの主張は法理を曲解し、人々を惑わし、その行動は故意に混乱を生起させ、台湾海峡の平

和と安定を破壊している。」と発表 12。 

台湾国防部も「カナダ艦艇 1隻が 16 日に南から北に台湾海峡を通過」と発表 13。 

 

  〇 日本 

    報道によれば 2月上旬、海上自衛隊の護衛艦「あきづき」が台湾海峡を北から南に通過し、

5 日に南シナ海で実施した日米豪比共同訓練に参加、海自艦の同海峡通過は 2024 年９月以

来、２例目で単独での通過は初であった。 

    しかし、防衛省からの公式な発表はなく、中国・台湾も共に関連した発表はなかった。 

 

（３）金門周辺海域での動向 

   中国海警局東海分局報道官は、福建海警局が 2 月 25日に金門付近海域において常態化法執行パト

ロールを実施と発表 14。 

一方、台湾海巡署は、中国海警 4隻が 2月 14・18・20・25日に金門制限水域に入域したと発表。

いずれも 4 隻で約 2時間航行し、退出した 15。 
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（４）台湾沖海底ケーブルの損傷 

  台湾海巡署は２月 25 日、台湾沖での海底ケーブル損傷について、以下のように発表。 

・2 月 22 日 1910～25 日 0300：トーゴ船籍の貨物船「宏泰」が将軍漁港北西沖 6 ｶｲﾘ（台澎第 3

海底ケーブルから 0.5 ｶｲﾘ）で遊弋、海巡署は監視を続け、7 回呼びかけたが応答なし。 

・25 日 0230：「宏泰」が将軍漁港北西沖 6 ｶｲﾘの位置で投錨したのを確認、直ちに離脱するよう呼

びかけ 

 ・0300 頃：中華電信から、台澎第 3海底ケーブルが切断、予備回線により通信に影響はなしと通

報受け 

・0308：「宏泰」が北西方向に離脱開始 

・0324：中華電信から、外部からの破壊による可能性有との通報を受け、「宏泰」を現行犯で停止

させ、調査 

・1215：「宏泰」台南安平港に護送 

・「宏泰」は中国資本の便宜船籍で船長以下 8 名中国国籍であり、中国によるグレーゾーンでのハ

ラスメントの可能性も排除できず、調査に全力を尽くす 

 

【コメント】 

 中国軍が、台湾周辺で予告もなく、臨時に無線による通知だけで演習区域を設定し、射撃訓練を実施

したと台湾国防部が発表するのは初確認。また、パトロール中の東部戦区艦艇の隊員が「戦備警戒パト

ロール時は常に砲弾は全装填し、射撃システムも発射準備状態で何時でも射撃できる状態である」と述

べており、訓練やパトロールを実施中の艦艇・軍用機が命令さえあれば直ちに侵攻態勢に移行できるこ

とを示唆した。 

 一方、1 月に引き続き中国資本の貨物船が関与した可能性のある海底ケーブルの損傷が発生した。 

 金門島での海警による制限水域への入域も常態化している。 

 軍・海警・民間船等様々なアセットを利用し、台湾への圧力を強化し、侵攻準備を推進している可能

性がある。 
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4 対日動向 

（１）尖閣諸島周辺での活動状況 

〇 海上保安庁発表等による尖閣周辺における中国海警船の動向 

 

 

（資料源：海上保安庁 HP、八重山日報を基に筆者が作成） 

 

【コメント】 

76mm 砲搭載船 4 隻による領海侵入が初確認され、また一段、尖閣諸島周辺海域での活動を強硬化し

たと言える。 

76mm 砲 4 隻での航行は 2024 年 12 月に引き続き 2 回目であるが、12 月は接続水域を約 1 か月間航

行したものの領海侵入は行わなかった。 

12月は 76mm 砲 4 隻で航行した場合日本がどのような反応をするか見極めるため、領海侵入までは実

施しなかったが、日本から強い反発がなかったため、2 月はエスカレーションラダーを上げ、侵入を実施

した可能性がある。 
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（２）日本周辺での軍の活動状況 

〇 防衛省統合幕僚幹部発表による日本周辺における中国海軍の動向 

 

（資料源：防衛省統合幕僚監部 HP を基に筆者が作成） 

 

【コメント】 

延べ９隻の活動が確認された。 

2 月 10～11日にかけて、ユーシェン級及びユージャオ級揚陸艦を含む 7隻が太平洋に進出した。フ

チ級補給艦が同行していることから遠海訓練の可能性があるが、関連報道は未確認である。 

28日に確認されたトンディアオ級情報収集艦は、28 日に大隅海峡を東シナ海に向けて西進し、3月

3日は沖宮間を太平洋に向けて東進していることから、南西諸島周辺で活動し、アイアンフィスト 2025

に対応した可能性がある。 
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〇 防衛省統合幕僚幹部発表による日本周辺における中国軍機の動向 

 
（資料源：防衛省統合幕僚監部 HP を基に筆者が作成） 

 

延べ 10機の活動が確認された。 

26日、ＧＪ－２偵察／攻撃型無人機が対領空侵犯措置において初確認された。 

 

【コメント】 

GJ-２は中国では「翼竜Ⅱ」と呼ばれる中国航空工業集団が開発した偵察・攻撃一体型多用途無人

機。 

中国の報道によれば、最大飛行高度は 9000 メートル、最高飛行速度は時速 370 キロ。翼竜シリー

ズ無人機チーフデザイナーは 2017 年に初飛行に成功した際、「同機の全長は 11 メートル、高さは 4.1

メートル、翼幅は 20.5 メートルで、特殊なターゲットを攻撃する設定。同機の水準は米国の MQ-9 

リーパーに相当」と述べている。 

2 月下旬は GJ-２に加え、2 種類の無人機と Y-9 が飛来したが、2 月 19 日～3 月 7日に実施されてい 

る陸上自衛隊と米第３海兵機動展開部隊との共同訓練「アイアン・フィスト２５」への偵察活動を多様

なアセットをもって実施した可能性がある。 
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（出典：防衛省令和 7 年 1 月「令和６年度第３海兵機動展開部隊との共同訓練（アイアン・フィス

ト２５）について」） 
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（３）対日認知戦（解放軍報、国防部の発表からの抜粋のみ） 

  〇 日米防衛相会談で日米安全保障条約の尖閣諸島適用を米側が確認したことについて 17 

 国防部記者会見 20250214 

    釣魚島（注：原文ママ）と付属の島嶼は中国の固有の領土であり、日米が何を言おうと、何を行

おうともこの事実は変えることはできない。日米安保条約は冷戦の産物であり、第 3 国を対象と

したり、地域の発展に危害を及ぼすべきではない。今年は世界反ファシスト戦争勝利 80 周年であ

り、日本が歴史の教訓を汲み取るよう希望する。 

    

〇 日米共同声明での台湾への言及について 18 国防部記者会見 20250214 

    日米共同声明の関連部分は中国への乱暴な内政干渉であり、中国への言われなき批判に強烈に

不満であり断固として反対する。 

   

〇 日比防衛相会談で協力強化合意について 19 国防部記者会見 20250227 

    政治的には日本は域外国家であり、南シナ海問題には介入できない。また技術的にも日本製の

レーダーで南シナ海の中国の活動を監視しようとしてもそれは完全に夢物語である。 

 

【コメント】  

  中国は国を挙げて今年を世界反ファシスト戦争勝利 80 周年と位置付け、歴史問題において日本を非 

難する論調を展開しており、国防部についても同様の認知戦を行っている。 
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５ 国境地域等での活動：南シナ海 

（１）対比 

  2/４  

♢米比空軍が南シナ海上空で合同訓練及びスカボロー礁上空の定期パトロールを実施 

♢南部戦区空軍がスカボロー礁（注：中国名「黄岩島」）空域の定期パトロールを実施 

「比が域外勢力を引き入れ、所謂「共同パトロール」を実施したのは、南シナ海の平和と安定を破

壊するものである」と発表 20。 

2/12 

♢南部戦区が南シナ海海域の定期パトロールを実施 

「この所、比が域外国を引き込み所謂「共同パトロール」を何度も行い、軍事挑発と世論の鼓舞に

よって、中国の海洋権益の侵犯を掩蔽し、南シナ海の平和と安定を破壊しようとしている。」と発

表 21。 

2/18 

♢比沿岸警備隊は 18日、南シナ海のスカボロー礁の上空で同日監視飛行をしていた漁業水産資源局

の航空機に対し、中国海軍のヘリコプターが 3 メートルの距離に接近し、無謀な飛行で比側の乗員

らを重大な危険にさらしたと発表。航空機に同乗取材していた AP通信は、フィリピン側が危険を訴

える無線警告をしたにもかかわらず 30 分間にわたって緊張が続いたと報じた 22。 

♢南部戦区が比機を追跡監視・警告駆逐 

「比 C-208 機が中国政府の許可を得ず、スカボロー礁領空に侵入し、更に事実を歪曲し虚偽の情

報を拡散させている。」と発表 23。 

 

2/20 

♢南部戦区が比機を追跡監視・警告駆逐 

「比 C-208 機×２，N-22 機×１が不法に南沙島礁付近の空域に侵入、南部戦区は全行程を掌握し、警

告駆逐を行った」と発表 24。 
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2/27 

♢南部戦区が海空兵力によりスカボロー礁領海領空及び周辺区域の戦備パトロールを実施 25 

♢海警が、スカボロー礁領海及び周辺海域で法執行パトロールを実施 26 

 

（２）対豪 

豪国防省が、2月 13 日、「11日に南シナ海国際海域で定期的なパトロールを行っていた豪空軍 P-

8A 哨戒機の至近距離で、中国軍の J-16 戦闘機が「照明弾」を投下、豪側には損傷はなかったが、中

国を含むすべての国に安全かつプロフェッショナルな方法で活動することを希望する。」と発表 27。 

これに対し、中国国防部報道官は 14 日、「豪は南シナ海で故意に中国の主権を侵害し挑発し、更

に盗人猛々しくでたらめを言いふらしている。我々はこれに断固反対し、豪側に厳正な申し入れを行

った。」「豪が機を窺って冒険するような幻想を捨て、第 1 線の海空部隊の行動を厳しく統制し、誰

かの手先となって南シナ海で騒動を起こし、他国も自国も害することのないよう要求する」と表明

28。 

 

【コメント】 

 南シナ海における中比の対立は継続。特に米比軍の共同訓練や領有権問題係争国以外の豪の活動等を、

「比による域外国の引き込み」と強く警戒しており、これらに対抗した活動を展開した。 
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６ 軍事交流 

（１） 共同訓練 

  〇 パキスタン海軍主催多国間共同訓練（AMAN2025、中国側呼称「和平-2025」） 

2 月 6～11 日、AMAN2025 にルーヤン３級ミサイル駆逐艦「包頭」、フチ級補給艦「高邮湖」が

参加。参加各国軍と対海賊、捜索救難、防空等の訓練を実施した 29。 

なお、日本からは護衛艦「むらさめ」が派遣された。 

 

（２） 軍事交流 

  〇 第 23 回中豪防衛戦略協議  

    2 月 17 日、第 23 回中豪防衛戦略協議が北京で開催。徐起零中国中央軍委統合参謀部副参謀長

とプマン豪国防軍副司令官、ジェフリー豪国防部副長官が参加。両国両軍関係、地域の安全保障等

について意見交換を行い、防衛分野で戦略的コミュニケーションを強化し、矛盾を適切に処理して

交流協力を推進することに合意した 30。 

 

  〇 音楽隊の仏訪問 

 軍音楽隊は 2 月 20～24 日、仏シャロン＝シュル＝ソーヌにて軍音楽祭に参加。仏軍音楽祭への

参加は 2回目。この間、米・仏・メキシコ等の国々と演奏交流を実施した 31。 

 

【コメント】 

 2 月 13 日に南シナ海での行動への非難を公表した豪と 17 日に戦略協議を実施、仏へも音楽隊を派遣

する等、西側各国への強硬姿勢は採るものの、対話のチャンネルは維持しており、情勢と優先順位に応じ

て剛柔どちら対応できるよう準備している。 
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